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　２月３日㈮、町内の小学校（中里・武田・薄市・小泊）４校から議長や議員に選ばれ
た生徒達による「子ども議会」が開催されました。

子ども議会開催
新庁舎議場で

第４回定例会 （平成28年12月）

目　次　■ 第４回定例会 ………………………… Ｐ２
　　　　■ 一般質問 ……………………………… Ｐ４
　　　　■ 活動報告 ……………………………… Ｐ９
　　　　■ 議会の動き・委員会だより ………… Ｐ❶⓪

質問する子ども議員

議会ガイド

第 47 号
平成29年２月10日発行



　

体
育
セ
ン
タ
ー
修
繕
料

１
０
９
万
５
千
円

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
８

号（
追
加
議
案
）

□
衛
生
費

　

 

乳
幼
児
・
子
ど
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

５
０
４
万
円

■ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
４
号

　

事
業
勘
定
は
予
算
総
額
に

５
２
６
万
４
千
円
追
加
す
る

も
の
。
主
な
補
正
額（
歳
出
）

は
次
の
と
お
り
。

　
 

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７

号
　

予
算
総
額
に
１
億
７
７
７

１
万
円
追
加
す
る
も
の
。
主

な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の
と

お
り
。

□
総
務
費

　

新
庁
舎
落
成
式
委
託
料

２
９
１
万
円

　

 

旧
庁
舎
敷
地
内
電
柱
等
撤

去
委
託
料

３
０
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

△ 

２
９
６
０
万
円

□
民
生
費

　

臨
時
福
祉
給
付
金

５
０
１
７
万
５
千
円

　

 

町
外
特
定
教
育
・
保
育
施

設
入
所
事
業

１
２
１
１
万
４
千
円

□
農
林
水
産
業
費

　

 

青
森
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業

１
５
２
４
万
円

　

 

県
営
十
三
湖
地
区
経
営
体

育
成
基
盤
整
備
事
業

１
億
２
５
０
０
万
円

□
土
木
費

　

町
道
補
修
事
業２

３
０
万
円

　

公
営
住
宅
修
繕
料

２
０
０
万
円

□
消
防
費

　

 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
負
担
金

△ 

１
８
０
１
万
９
千
円

　

 
備
品
購
入
費（
災
害
用
畳

他
）

７
１
６
万
円

□
教
育
費

　

 

武
田
小
学
校
給
食
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
費

１
２
４
万
２
千
円

負
担
金

１
５
０
万
３
千
円

　

 

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養

費

４
３
２
万
９
千
円

　

出
産
育
児
一
時
金８

４
万
円

　

診
療
施
設
勘
定
は
予
算
総

額
に
１
８
万
２
千
円
追
加
す

る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
職
員
人
件
費
の
調
整
。

■ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
３
号

　

予
算
総
額
に
３
１
万
８
千

円
追
加
す
る
も
の
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
職
員
人
件

費
の
調
整
。

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
が
、
11
月
30
日
か
ら

12
月
６
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
５
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
荒
関
富
雄
議

員
、
川
山
光
則
議
員
、
鈴
木
長
一
郎
議
員
、
長
利

司
議
員
、
青
山
雅
晴
議
員
の
５
名
が
、
町
側
の
答

弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
６
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

報
告
１
件
、
議
案
19
件
、
発
議
１
件
を
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
承
認
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

高
齢
者
に
続
き
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
化
へ

第４回

定例会

11月30日～
12月６日
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一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、あなたの席です！！
中泊町議会 平成29年 第１回定例会は、３月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成28年第４回定例会の傍聴者は、３名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

■ 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静

和
園
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
３
号

　

予
算
総
額
に
３
２
５
４
万

８
千
円
追
加
す
る
も
の
。
主

な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の
と

お
り
。

　

長
期
債
繰
上
償
還
金

３
２
８
９
万
４
千
円

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
第
２
号

　

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
納

付
金
と
し
て
予
算
総
額
に
２

０
万
２
千
円
を
減
額
す
る
も

の
。

■ 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
３
号

　

予
算
総
額
に
２
６
万
２
千

円
追
加
す
る
も
の
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
職
員
人
件

費
の
追
加
。

■ 

町
庁
舎
会
議
室
等
の
使
用

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
庁
舎
の
会
議
室
等
で
、

一
般
利
用
者
の
使
用
方
法
並

び
に
貸
出
方
法
を
定
め
る
。

■ 

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

■ 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■ 
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

県
に
準
じ
て
、
町
議
会
議

員
、
特
別
職
、
教
育
長
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
め

る
。

■ 

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

■ 

町
企
業
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

県
に
準
じ
て
、
職
員
の
給

料
月
額
、
扶
養
手
当
及
び
勤

勉
手
当
等
の
額
を
改
定
す
る
。

■ 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

中
泊
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
設
置
に
伴
い
、
新
た

に
報
酬
を
定
め
る
。

■ 

保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

　

新
庁
舎
に
中
里
及
び
小
泊

保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
が
異
動

に
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

■ 

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
及
び
中
泊

町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
一
部
を
改
正
す
る
。

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
条

例
の
廃
止

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

民
営
化
に
よ
り
静
和
園
を
平

成
29
年
３
月
31
日
で
廃
止
す

る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
。

■ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

  

現
委
員
の
佐
々
木
守
善
氏

の
任
期
が
、
平
成
29
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

た
め
、
同
氏
を
再
推
薦
す
る

も
の
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６

号
　

沖
縄
県
久
米
島
町
の
台
風

被
害
に
係
る
見
舞
金
と
し
て
、

１
０
０
万
円
を
追
加
す
る
も

の
。

■ 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

規
約
の
変
更

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す

る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

■ 

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
求
め
る
意
見
書

  

医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
、

従
事
者
不
足
の
解
消
と
労
働

環
境
の
改
善
は
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
関
係
省
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

条
例
関
係

そ 

の 

他

専
決
処
分

発
　
　
議

人
事
案
件

４月より民営化になる静和園
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り
、
そ
の
中
で
事
務
事
業
、

組
織
、
機
構
の
見
直
し
や
施

設
の
統
合
を
含
め
た
維
持
経

費
の
削
減
や
職
員
の
適
正
配

置
等
を
一
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

今
後
５
年
間
で
46
名
の
職

員
が
定
年
退
職
の
予
定
が
あ

り
、
新
採
用
職
員
を
退
職
者

の
半
数
程
度
に
抑
え
、
再
任

用
職
員
及
び
民
間
機
能
の
活

用
等
で
対
応
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

　

中
央
公
民
館
、
体
育
セ
ン

タ
ー
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
も
、

正
職
員
を
減
ら
し
、
再
任
用

職
員
の
配
置
で
対
応
す
る
予

定
で
あ
り
、
教
育
部
門
の
職

員
が
減
っ
て
い
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
正
職
員
の
分
で
あ

り
、
再
任
用
職
員
は
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
な
い
た
め
で
、
実

際
に
は
再
任
用
職
員
10
人
程

度
配
置
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。Q

　

当
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

年
々
生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
が
、
供
給
的
能
力
は
十
分

あ
る
と
思
わ
れ
、
町
単
独
だ

け
で
な
く
広
域
で
の
利
用
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
運
動
公
園
は
、
西

北
五
管
内
で
の
公
認
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
大
き
な
大
会
等

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
だ

い
ぶ
年
数
も
た
ち
当
町
だ
け

で
維
持
管
理
が
可
能
な
の
か
。

　

今
後
は
、
財
政
的
に
も
広

域
的
な
連
携
を
進
め
各
施
設

の
維
持
管
理
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
。

A■飯塚
総
務
課
長

　

広
域
的
な
連
携
事
業
の
推

進
に
関
し
て
、
関
係
市
町
で

協
議
を
進
め
連
携
し
て
推
進

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

そ
の
中
で
、
広
域
連
携
も

含
め
将
来
を
見
据
え
た
学
校

給
食
の
供
給
体
制
を
検
討
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
少
子
化
の
影
響
な
ど
に

よ
り
圏
域
の
既
存
施
設
を
共

同
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
市
町
の
学
校
給
食
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
ま
だ
具
体
的
に
個
別
の

協
議
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
運
動
公
園
等
の
公

共
施
設
の
相
互
利
用
に
つ
い

て
も
圏
域
内
で
相
互
利
用
が

可
能
な
施
設
の
情
報
を
共
有

し
、
圏
域
住
民
が
同
じ
条
件

の
も
と
で
利
用
で
き
る
よ
う

促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ

個
別
の
施
設
や
経
費
負
担
な

ど
ま
で
は
協
議
さ
れ
て
い
な

い
。

　

現
在
、
区
域
間
の
図
書
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
既

に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
施
設
の
広
域
連
携
は
施

設
維
持
費
の
大
幅
な
削
減
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
十

分
な
内
部
調
整
を
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

定
員
管
理
計
画
の
中
で
教

育
部
門
の
職
員
数
は
、
平
成

28
年
度
で
27
名
で
あ
り
な
が

ら
、
平
成
33
年
に
は
15
名
と

な
っ
て
い
る
が
、
教
育
関
係

機
関
の
中
で
機
構
改
革
を
行

い
定
員
を
減
ら
し
て
い
く
の

か
。A■飯塚

総
務
課
長

　

新
庁
舎
の
移
転
と
合
わ
せ

て
行
財
政
改
革
を
進
め
て
お 荒関富雄議員

中泊町学校給食センター

大会が行われる運動公園陸上競技場

一
般
質
問

教 育 部 門 の 職 員 減 は
給食センター・運動公園の広域的な連携を

・
・
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９
２
ha
、
そ
し
て
率
で
は
17

％
で
あ
り
、
今
後
は
保
育
間

伐
な
ど
を
適
正
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん

ど
国
有
林
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
造
林
と
か
林

道
な
ど
林
業
生
産
基
盤
の
整

備
と
か
林
産
業
事
業
の
振
興

な
ど
の
対
策
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
森
林
は

木
材
を
生
産
す
る
機
能
の
ほ

か
に
国
土
の
保
全
、
水
源
の

涵
養
、
土
砂
流
出
な
ど
多
様

な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
住

民
の
森
林
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
、
近
年
こ
れ
ら
森
林
の
発

揮
す
る
広
域
的
機
能
に
向
け

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
森
林
経
営
計
画

を
作
成
し
て
、
間
伐
、
皆
伐

の
作
業
を
計
画
的
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
間
伐
を
行
っ
た

場
合
は
、
新
た
な
植
栽
を
強

い
ら
れ
、
植
栽
、
下
刈
り
、

除
伐
等
の
作
業
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
作
業
員
の
雇

用
も
必
要
と
な
り
、
経
済
的

に
も
効
果
が
上
が
り
、
伐
採

し
た
木
材
に
つ
い
て
は
有
効

活
用
、
例
え
ば
バ
イ
オ
マ
ス

の
発
電
と
か
に
も
供
給
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

Q
　

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
・
津

軽
中
里
駅
間
の
連
絡
バ
ス
は
、

利
用
率
が
低
迷
し
て
い
る
が
、

計
画
を
見
直
し
一
日
一
本
で

も
小
泊
方
面
の
コ
ー
ス
を
企

画
で
き
な
い
も
の
か
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
の
目
玉

と
し
て
水
陸
両
用
バ
ス
を
十

三
湖
で
走
ら
せ
る
な
ど
新
し

い
企
画
を
出
し
宣
伝
し
て
み

て
は
。A■飯塚

総
務
課
長

　

連
絡
バ
ス
の
利
用
状
況
は
、

一
日
４
往
復
で
３
月
か
ら
10

月
ま
で
の
延
べ
運
行
日
数
２

２
０
日
で
１
５
７
３
人
、
今

別
行
き
が
約
40
％
の
６
３
６

人
、
中
里
行
き
が
約
60
％
の

９
３
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

１
便
の
平
均
で
は
０
・８
９

人
と
１
人
に
満
た
な
い
乗
車

人
員
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
当
初
見
込
ん
だ
１
便
当
た

り
４
人
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
。

　

町
で
も
小
学
校
の
修
学
旅

行
へ
バ
ス
料
金
の
助
成
な
ど

実
施
し
て
い
る
が
、
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
生
活
路
線
と
し

て
国
の
補
助
を
申
請
中
で
あ

り
、
当
面
５
年
間
の
予
定
で

少
な
く
な
い
負
担
で
は
あ
る

が
、
引
き
続
き
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
路
線
は
生
活

路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
な

の
で
、
竜
飛
か
ら
小
泊
を
通

る
観
光
的
な
運
行
は
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
で
は
な
い
が
、
確
実

に
中
里
駅
ま
で
乗
車
す
る
観

光
客
は
増
え
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
、
今
後
の
利
用
状
況

な
ど
も
踏
ま
え
て
、
次
の
対

策
と
し
て
そ
の
２
次
交
通
か

ら
関
係
市
町
村
で
津
軽
半
島

全
体
の
広
域
的
な
観
光
振
興

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
目
玉
と
し
て
水
陸
両

用
バ
ス
の
提
案
と
思
う

が
、
か
な
り
高
額
な
も

の
で
あ
り
、
十
三
湖
を

通
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
五
所
川
原
市
と

の
合
意
や
漁
業
権
の
問

題
、
湖
の
水
深
の
関
係
、

そ
れ
か
ら
運
行
に
は
国

交
省
の
認
可
な
ど
も
必

要
で
、
非
常
に
難
し
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
将
来
に
向

け
て
地
域
全
体
の
検
討

課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

Q
　

地
域
振
興
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
農
業
・
漁
業
は
確
立

さ
れ
て
き
た
が
、
今
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
や
木
造
建
築
の
促

進
な
ど
木
材
の
需
要
が
高
ま

っ
て
お
り
林
業
関
係
に
も
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

A■小野
町
長

　

当
町
の
民
有
林
の
面
積
は

１
７
１
６
ha
で
、
杉
が
主
体

と
し
た
人
工
林
の
面
積
は
８

６
５
ha
と
、
人
工
林
率
が
50

％
と
な
っ
て
い
る
。
林
齢
は

35
年
以
下
の
若
齢
林
部
が
２ 川山光則議員

津軽中里駅～奥津軽いまべつ駅間連絡バス

地 域 振 興 に 林 業 関 係 は
いまべつ駅～中里駅間の連絡バス利用促進を

・
・
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パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館のロビーにも
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一般質問はインターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

三
湖
地
区
圃
場
整
備
事
業
工

事
が
本
格
的
に
着
工
し
、
全

体
計
画
と
し
て
は
１
４
４
４

ha
の
う
ち
、
本
年
度
は
約
１

１
２
ha
の
区
画
整
理
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
に

与
え
る
経
済
的
効
果
は
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
の
工
事
が
施
工
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
多
数
の
大
型
ダ

ン
プ
等
の
工
事
車
両
が
走
行

し
て
い
る
が
、
町
道
が
壊
れ

た
場
合
の
補
修
は
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
に

確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
の
と

こ
ろ
道
路
に
関

す
る
補
修
に
関

し
て
は
、
協
議

も
し
て
い
な
い

し
、
考
え
て
も

い
な
い
と
い
う

回
答
で
あ
っ

た
。

　

町
と
し
て

は
、
工
事
期
間

中
に
路
肩
の
弱

い
と
こ
ろ
に
は

敷
鉄
板
な
ど
で

養
生
す
る
な
ど

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
で
あ

れ
工
事
完
了
後
に
お
い
て
も

町
道
に
破
損
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
県
に
補
修
を
お
願
い

し
て
、
今
後
と
も
道
路
管
理

担
当
部
署
と
と
も
に
道
路
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

A■小野
町
長

　

町
道
は
、
町
の
道
路
で
あ

り
当
然
町
で
補
修
し
て
い
く

が
、
県
で
も
補
助
金
と
か
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

の
ほ
う
も
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

　

町
道
は
あ
く
ま
で
も
我
々

の
責
任
で
あ
る
の
で
、
今
質

問
の
あ
っ
た
よ
う
に
養
生
し

な
が
ら
最
低
限
に
や
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
申
し
入
れ
し
て

ま
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

Q
　

現
在
、
県
営
十
三
湖
地
区

圃
場
整
備
事
業
工
事
が
行
わ

れ
、
工
事
関
係
の
大
型
ダ
ン

プ
が
町
道
を
頻
繁
に
走
っ
て

い
る
。

　

そ
れ
に
伴
い
道
路
が
壊
れ

て
い
る
所
が
増
え
て
お
り
、

こ
の
補
修
工
事
は
ど
こ
で
対

応
し
、
い
つ
頃
直
せ
る
の
か

お
聞
き
し
た
い
。

A■藤森
農
政
課
長

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37

年
度
ま
で
の
10
年
間
の
予
定

で
、
県
営
事
業
に
お
い
て
十 鈴木長一郎議員

県営十三湖地区圃場整備事業工事の様子

道路保護のために敷かれた敷鉄板

県営事業の工事に伴う道路補修は・
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A■小野
町
長

　

新
庁
舎
と
防
災
体
制
に
つ

い
て
は
、
新
庁
舎
の
建
設
の

目
的
の
一
つ
で
あ
る
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
強
化
の
た

め
、
大
会
議
室
の
整
備
や
危

機
管
理
室
及
び
防
災
無
線
室

の
整
備
及
び
防
災
無
線
の
機

能
強
化
を
図
り
、
万
が
一
の

災
害
に
対
応
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は

消
防
団
の
皆
様
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
迅
速
に
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
新
庁
舎

の
機
能
を
消
防
団
の
皆
さ
ん

に
も
十
分
ご
説
明
し
、
ご
理

解
を
賜
る
た
め
の
会
議
等
も

開
催
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
長
利
議
員

は
消
防
団
長
も
務
め
て

お
り
、
町
民
の
安
心
、

安
全
の
た
め
万
全
の
体

制
を
整
え
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
す
る
。

Q
　

小
野
町
長
の
こ
れ
ま

で
多
く
の
実
績
と
経
験

を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
政

治
手
腕
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
思
う
が
、
次

期
町
長
選
に
再
度
出
馬

し
て
い
た
だ
き
た
く
期

待
を
込
め
て
出
馬
の
意

思
が
あ
る
の
か
、
お
答

え
い
た
だ
き
た
い
。

A■小野
町
長

　

町
長
選
挙
に
出
馬
す
る
の

か
と
の
質
問
で
、
こ
の
時
期

に
来
て
未
だ
に
私
の
意
思
を

町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き

な
い
こ
と
に
対
し
、
申
し
わ

け
な
く
思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
新
庁
舎
の
落
成
式

ま
で
日
程
が
び
っ
し
り
詰
ま

っ
て
お
り
、
私
と
し
て
は
、

50
年
に
一
度
の
こ
の
大
き
な

事
業
で
あ
る
新
庁
舎
を
無
事

完
成
さ
せ
た
い
と
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
こ
れ
が

私
の
責
任
の
も
と
で
や
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
進
退
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
で
い
い
と
の
思
い
か
ら
、

支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

議
員
の
皆
様
初
め
後
援
会
の

皆
様
に
も
相
談
し
て
い
な
い
。

　

ま
ず
は
新
庁
舎
を
無
事
開

庁
に
こ
ぎ
着
け
、
落
ち
着
い

た
段
階
で
態
度
を
決
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
誠
に
申
し

わ
け
な
い
が
、
い
ま
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
、
今
の

段
階
で
町
長
選
挙
に
出
馬
す

る
か
し
な
い
か
に
つ
い
て
お

答
え
で
き
な
い
こ
と
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

Q
　

新
庁
舎
の
防
災
体
制
は
、

避
難
所
と
な
る
集
会
施
設
や

危
機
管
理
室
の
設
置
、
防
災

機
器
の
充
実
な
ど
き
め
細
や

か
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
消
防
団
長
の

立
場
か
ら
防
災
体
制
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

長利司議員

完成した役場新庁舎

災害対策本部となる危機管理室

避難所としての機能がある大会議室

小野町長答弁

新 庁 舎 の 防 災 体 制 は
町 長 の 政 治 姿 勢 に つ い て

・
・
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こ
の
区
間
は
、
特
に
冬
期

間
の
交
通
事
故
が
非
常
に
多

く
、
連
絡
す
る
に
は
そ
こ
を

通
行
中
の
車
な
ど
に
頼
む
か
、

や
ま
な
み
ト
ン
ネ
ル
の
手
前

の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
利

用
す
る
し
か
な
く
、
な
ん
と

か
通
信
網
の
整
備
等
が
で
き

な
い
も
の
か
。

A■飯塚
総
務
課
長

　

こ
の
区
間
は
携
帯
が
繋
が

ら
ず
、
交
通
事
故
等
が
あ
っ

た
場
合
、
緊
急
車
両
等
へ
の

連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
と
の

こ
と
で
現
地
を
調
査
し
た
結

果
、
確
か
に
旧
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
が
あ
っ
た
地
点
あ
た
り
か

ら
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
蟹
田

地
区
に
入
る
ま
で
の
間
、
携

帯
が
繋
が
ら
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

　

や
ま
な
み
ト
ン
ネ
ル
前
の

駐
車
場
に
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス

が
設
置
さ
れ
通
話
が
可
能
で

あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
緊

急
用
の
電
話
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
旧
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

か
ら
こ
の
ト
ン
ネ
ル
ま
で
は

か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、
交

通
事
故
だ
け
で
な
く
災
害
に

よ
る
不
測
の
事
態
等
が
あ
っ

た
場
合
通
行
不
能
と
な
る
場

合
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
万
が
一

に
備
え
て
途
中
に
も
う
一
カ

所
通
話
で
き
る
設
備
の
設
置

が
可
能
か
ど
う
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
電
話

ボ
ッ
ク
ス
等
の
公
衆
電
話
の

設
置
に
は
距
離
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
お
り
、
総
務
省
に
申

請
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

緊
急
電
話
に
つ
い
て
は
、

災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
車
両

に
よ
る
緊
急
電
話
の
設
置
は

可
能
で
あ
る
が
、
通
常
で
の

設
置
は
制
約
が
あ
り
難
し
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
会
社
の

ほ
う
に
も
今
の
状
況
を
説
明

し
、
何
ら
か
の
改
善
対
策
の

検
討
を
お
願
い
し
た
。

　

同
区
間
に
つ
い
て
は
、
坂

道
で
も
あ
り
、
冬
期
間
は
事

故
の
起
こ
り
や
す
い
箇
所
と

思
わ
れ
、
今
後
道
路
管
理
者

で
あ
る
県
に
も
相
談
し
、
ま

た
そ
の
他
有
効
な
通
信
手
段

の
対
策
が
な
い
か
、
関
係
機

関
、
団
体
等
と
連
絡
を
と
り

合
い
な
が
ら
検
討
、
要
望
し

て
い
き
た
い
。

Q
　

北
海
道
新
幹
線
関
係
の
質

問
は
、
先
ほ
ど
川
山
議
員
の

質
問
で
重
複
す
る
部
分
も
あ

り
、
そ
の
答
弁
を
聞
い
た
の

で
、
あ
え
て
私
か
ら
は
質
問

し
ま
せ
ん
。

Q
　

今
泉
か
ら
外
ヶ
浜
町
へ
向

か
う
県
道（
通
称
・
や
ま
な

み
ラ
イ
ン
）で
、
今
泉
の
旧

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
付
近
か
ら
大

平
ト
ン
ネ
ル
あ
た
り
ま
で
携

帯
電
話
が
繫
が
ら
ず
、
緊
急

時
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
だ
。

青山雅晴議員

旧ドライブイン（中泊町今泉）
ここから携帯電話が繫がらない

大平トンネル（外ヶ浜町）
ここから携帯電話が繫がる

やまなみトンネル前電話ボックス

北海道新幹線開業に伴う当町の経済効果は
今泉～大平間の通信網について

・
・

中泊町議会ガイド　第 47 号
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活 動 報 告

　11月９日㈬、東京都渋谷区の「ＮＨＫホール」にお
いて、町村議会議長全国大会が開催されました。
　来賓に安倍総理ほか多数の国会議員が出席され、各要
望事項を提案し満場一致で採択されました。

　11月10日㈭～11日㈮の日程で視察研修が行われ、東
京都内及び埼玉県内の各施設を視察しました。
　その一つである都内千代田区の「パソナグループ・ア
ーバンファーム」では、ビル内の各スペースに様々な植
物（花・野菜・水稲他）を栽培し、その中に「晴天の霹靂」
もあり年３回も収穫できることに驚きました。

　11月22日㈫青森市の「ホテルクラウンパレス青森」
において、知事を囲む行政懇談会が開催されました。
　西北津軽郡議長会からは、深浦町の工藤博利議長が代
表して「津軽国定公園の区域及び計画の見直しについて」
要望し、知事及び担当部長が回答しました。

　10月20日㈭～21日㈮の日程で、三常任委員会（総務
企画・民生文教・産業建設）合同による視察研修を行い
ました。
　津軽中里駅から奥津軽いまべつ駅まで連絡バスを乗車
体験後、北海道新幹線で木古内町を訪問し、道の駅「み
そぎの里きこない」で、新幹線開通に伴う「渡島西部、
檜山南部９町における広域観光の取組」について説明を
受けました。
　㈲大沼肉牛ファーム北海道小澤牧場の視察では、最新
設備を導入し飼料の配合・飼育から「はこだて大沼牛」
として肉の出荷まで徹底管理され、単年度売上20億円
以上となっています。

ビル内での栽培

来賓挨拶する安倍総理

小澤牧場視察の様子

木古内町での研修

三村知事より挨拶

三常任委員会視察研修

町村議会議長全国大会

西北津軽郡町議会議長会視察研修

知事を囲む行政懇談会

中泊町議会ガイド　第 47 号
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５
日　

十
三
湖
二
期
地
区
土
地
改
良
事
業
要
請
活
動（
東
京
）

６
日　

十
三
湖
二
期
地
区
土
地
改
良
事
業
要
請
活
動（
仙
台
）

11
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会
第
２
回
協
議
会

20
日　

三
常
任
委
員
会
視
察
研
修（
函
館
方
面
）

21
日　

三
常
任
委
員
会
視
察
研
修（
函
館
方
面
）

27
日　

正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

９
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会（
東
京
）

10
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
長
会
視
察
研
修（
埼
玉
）

11
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
長
会
視
察
研
修（
東
京
）

17
日　

議
会
運
営
委
員
会
研
修（
仙
台
）

18
日　

議
会
運
営
委
員
会
研
修（
仙
台
）

22
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
民
生
文
教
常
任
委
員
会

22
日　

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

25
日　

中
泊
町
善
行
者
・
功
労
者
表
彰
式

30
日　

第
４
回
定
例
会
開
会
日

５
日　

定
例
会
一
般
質
問

６
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

９
日　

高
規
格
道
路
整
備
促
進
総
決
起
大
会

12
日　

新
庁
舎
建
設
工
事
竣
工
式

13
日　

北
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会

〈案　件〉

　⃝ 安全・安心の医療・介護を求める陳情書
【審査結果】
　 医療・介護の現場では、長時間労働など労働環

境は厳しい実態にあるため、離職者も増大し、
深刻な人手不足となっている状況であり、従事
者不足の解消と労働環境の改善は必要とのこと
から、趣旨を認め採択すべきものと決定。

〈案　件〉

　⃝ 平成28年第４回中泊町議会定例会会期日程
及び議会運営について

　⃝提出議案について
　⃝陳情等の委員会審査結果について
　⃝新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　⃝その他

民生文教常任委員会の様子

議会運営委員会の様子

民生文教常任委員会
（荒関富雄 委員長） 11月22日㈫

議会運営委員会
（長利　司 委員長） 11月22日㈫

12　月 10　月11　月
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